
　主な南魚沼市の新型コロナウイルス感染症対策事業

　グラフで見る令和２年度一般会計決算の内訳

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策事業を行い、決算額が前年に比べプラス 90 億円と大きく
増額しました。そのうちの 56 億円は特別定額給付金事業（国の給付金事業で、１人につき 10 万円を給付）
ですが、その他に市では多くの独自事業を行いました。主なものは次のとおりです。

事業名 事業の説明 決算額

南魚沼市事業継続給付金 国の持続化給付金の対象とならない、売上減が５割未満
の事業者を対象に給付金を支給しました。 1億2,361万円

南魚沼市経営支援給付金 経営が圧迫している市内業者に固定費を包括的に支援す
るため、給付金を支給しました。 4億8,540万円

ひとり親家庭等支援事業 ひとり親世帯や障がいのある児童を養育する世帯に対し
て、負担軽減を目的に給付金を支給しました。 2,314万円

水道料金の基本料の減額 市内の全世帯と事業所への支援として、水道の基本料金
を６月使用分から３か月分を半額としました。 7,286万円

わがまち応援プレミアム付
飲食・宿泊券発行事業

新型コロナウイルスにより影響を受けた市内の飲食・宿
泊業を支援するため、プレミアム付き飲食・宿泊券を発
行しました。

2億4,687万円

地域公共交通事業者支援事業 交通事業者に対して、地域公共交通の確保のために保有
台数などに応じ支援金を支給しました。 741万円

給湯器設置事業 冬期における子どもたちの手洗い励行の補助として、公
立保育園、公立学校に手洗い用給湯器を整備しました。 4,897万円

南魚沼市ふるさと応援プレミ
アム旅行券発行事業

市内の宿泊業などを支援するため、市内の宿泊施設に宿
泊する人に向けて、宿泊券と地域利用券のセットを発行
しました。

7,000万円

一般会計
歳入総額

423億
8,871万円

一般会計
歳出総額

407億
7,769万円

民生費
146億7,257万円

(36.0%)

総務費
62億1,223万円

（15.2％）
土木費

46憶4,166万円
（11.4％）

公債費
46億2,735万円

（11.3％）

衛生費
30億8,791万円

（7.6％）

教育費 27億3,021万円（6.7％）

商工費 18億6,674万円（4.6％）

農林水産業費 13億7,224万円（3.4％）

その他 15億6,678万円（3.8％）

地方交付税
113億2,486万円

（26.7％）

国庫支出金
101億4,643万円

（23.9％）

市税
72億3,650万円

（17.1％）

市債 20億9,410万円（4.9％）

県支出金 19億 307万円（4.5％）

各種交付金 14億7,465万円（3.5％）

諸収入 14億2,236万円（3.4％）

繰入金 5億4,337万円（1.3％）

その他 25億1,710万円（5.9％）

寄附金
37億2,627万円

（8.8％）

その他� 15 億 6,678 万円（3.8%） 

　消防費� 12 億 6,237 万円（3.1%）
　議会費� １億 7,868 万円（0.4%）
　災害復旧費� １億 169 万円（0.2%）
　労働費� 2,404 万円（0.1%）

その他� 25 億 1,710 万円（5.9%）

　繰越金� 14 億 6,881 万円（3.5%）
　使用料及び手数料� ３億 7,773 万円（0.9%）
　地方譲与税� ３億 3,265 万円（0.8%）
　分担金及び負担金� ２億 2,403 万円（0.5%）
　財産収入� １億 1,388 万円（0.3%）
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